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調達要求番号：  

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 

物品番号 １９４０－２８６－４９２６－５ 仕 様 書 番 号 

渡河ボート 

ＧＥ－Ｆ１９０００１ＡＥ 

防衛大臣承認 昭和４０年 ８月２１日 

作    成 昭和４０年 ６月１７日 

変    更 令和 ５年 ９月２６日 

作成部隊等名 補給統制本部 施設部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，陸上自衛隊において単舟（以下，“ボ－ト”という。 ）又はボート２舟を連結（以

下，“全形舟”という。）し，人員の漕渡作業及び軽門橋の橋脚舟として軽車両などの渡航に使用す

る渡河ボートについて規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１による。 

1.3 引用文書 

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＪＡＳ            日本農林規格 

ＪＩＳ Ｂ ４６３０      スパナ 

ＪＩＳ Ｇ ３１０１      一般構造用圧延鋼材 

ＪＩＳ Ｇ ４０５１      機械構造用炭素鋼鋼材 

ＪＩＳ Ｈ ３３００      銅及び銅合金の継目無管 

ＪＩＳ Ｈ ４０００      アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条 

  ＪＩＳ Ｋ ６９１１      熱硬化性プラスチック一般試験方法 

  ＪＩＳ Ｋ ７０６０      ガラス繊維強化プラスチックのバーコル硬さ試験方法 

  ＪＩＳ Ｌ ２７０１      麻ロープ 

  ＪＩＳ Ｌ ２７０４      ナイロンロープ 

  ＪＩＳ Ｌ ２７０５      ポリエチレンロープ 

  ＪＩＳ Ｒ ３４１１      ガラスチョップドストランドマット 

  ＪＩＳ Ｒ ３４１２      ガラスロービング 

  ＪＩＳ Ｒ ３４１６      処理ガラスクロス 

  ＪＩＳ Ｒ ３４１７      ガラスロービングクロス 

  ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１    計数値検査に対する抜取検査手順－第１部：ロットごとの検査

に対するＡＱＬ指標型抜取検査方式 

  ＮＤＳ Ｋ ６７０１      ガラス繊維強化プラスチック積層品 

  ＮＤＳ Ｚ ８０１１      角形銘板 

  ＮＤＳ Ｚ ８２０１      標準色 

b) 仕様書 
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  ＤＳＰ Ｋ ５２１８      鉛・クロムフリー外部用フタル酸樹脂エナメル（半つや） 

  ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

  装備品の迷彩塗装及び国際平和協力活動参加時の塗装の基準について（通達）［陸幕装計第６２

号（３０．２．２６）］ 

 

2 製品に関する要求 

2.1 構成 

 構成は，ボート２舟とする。 

2.2 材料・部品 

 材料及び部品は，次によるほか，細部は，承認図面による。 

a) 材料は，表1による。 

表1－材料 

番号 種類 規定 

１ 樹脂 ＮＤＳ Ｋ ６７０１に規定する不飽和ポリエステル樹脂を使用

する。 

２ ガ
ラ
ス
繊
維 

ガラスロービング

クロス 

ＪＩＳ Ｒ ３４１７に示す，ＥＲＣ８１０及びＥＲＣ５８０ 

３ ガラスチョップド

ストランドマット 

ＪＩＳ Ｒ ３４１１に示す，ＥＭ６００及びＥＭ４５０ 

４ ガラスクロス ＪＩＳ Ｒ ３４１６に示す，ＥＰＦ２１Ａ 

５ ガラスサーフェイ

シングマット 

製造者が規定する標準品とする。 

 

６ ガラスロービング ＪＩＳ Ｒ ３４１２に示す，ＥＲ４６３０ 

７ プラスチックフォーム ボートのガンネル芯材に使用するプラスチックフォームは，硬 

質の独立気泡体とし，ガンネルの十分な強度を維持可能な材料

を使用する。 

８ 木材 a) ボ－トの補強材等に使用する合板は，普通合板の日本農林

規格（ＪＡＳ）第２条一類の完全耐水性合板の１等品を使

用する。 

b) 橋床受け材及びクランプ受け材は，含水率２０ ％以下の上

質なアピトン材又はタモ材を標準とする。 

９ 鋼材・材質 鋼材は，日本産業規格品とし，材質は，図1を標準とする。細部

は，承認図面による。 

１０ ロープ さげ索は，ＪＩＳ Ｌ ２７０４又はＪＩＳ Ｌ ２７０５の１級

１６ ｍｍ，色は，白又はＯＤ色とする。 

b) ねじ部品は，日本産業規格品又は同等以上とし，これによらない場合は，契約担当官等の承認を

受け，その他のねじ部品を使用する。 

2.3 製造方法・加工方法 

2.3.1 製造方法 
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 製造方法は，表2による。細部は，承認図面による。 

表2－製造方法 

番号 項目 規定 

１ 成形型 

（舟体型，フレーム型） 

a) 図1を満足する成形型とする。 

b) 成形型は，ガラス繊維強化プラスチック積層品（以下，“

ＦＲＰ”という。 ）を使用する。 

２ 成形法 a) ボート本体の成形は，手積み成形による。 

b) 成形用の型は，雌型を使用する。 

３ 作業室温度 成形作業は，室温１５ ℃以上に保たれた積層作業室で行い，成

形後に樹脂の十分な硬化を行う。 

４ 脱泡 成形作業の過程は，気泡を十分に排除する。 

５ 材料の積層構成 a) 使用するＦＲＰ材料の積層構成は，図2を標準とし，図1に

示す厚さを基準として要求強度と制限質量を満足する範囲

で変更してもよい。 

b) ボート外側面のゲルコートの厚さは，約０．３ ｍｍとする。 

c) ボート本体のコルゲート構造部は，ガラスロービングなど

によって気泡の発生を抑える処理を施し，また，コルゲー

ト構造本来の性能を損なわない積層構成とする。 

2.3.2 加工方法 

 加工方法は，表3による。細部は，承認図面による。 

表3－加工方法 

番号 項目 規定 摘要 

１ ガラス繊維 a) ガラス繊維は，連続した状態で使用することが望ましい

が，接合を必要とする部分は，３０ ｍｍ以上の重ねしろ

とする。ただし，舟首部については，４００ ｍｍ以上の

重ねしろとする。 

b) 接合部に使用するガラスロービングクロスの繊端部は，

切断して使用する。 

－ 

２ 切断加工部の処理 ガラス繊維層を切断加工した部分は，その切断口を不飽和ポ

リエステル樹脂で目止めする。 

－ 

３ フレーム ボートの外板を成形後，あらかじめ成形したフレーム芯材（

切り込みの角度は，アールを施す。）を図1に示す位置に配置

し，オーバレイ接合する。 

－ 

４ 部
材
の
取
付
け 

ろ漕踏板 あらかじめ成形した箱形の芯材を図1に示す位置に配置し，そ

の上に合板を接着した後にオーバレイ接合する。 

－ 

５ 連結金具 a) 図1に示す位置要領で，ボルトを外側から通して内側から

ナットで十分締め付け，圧着させる。その場合は，ねじ

穴に樹脂を十分注入して水密性を与える。 

b) 連結金具の取付部分の側板は，ＦＲＰ及び樹脂を含浸し

たガラス繊維布で補強する。 

図3によ

る。 
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表3－加工方法（続き） 

番号 項目 規定 摘要 

６ 部
材
の
取
付
け 

もやい環・波よ

け受け金具 

a) 図1に示す位置にボルトを外側から通して，内側からナッ

トで固定した後に，樹脂を含浸させたガラス繊維布で 

  オーバレイ接着して固定する。 

b) もやい環の取付部分は，ＦＲＰ板で補強する。 

図4a)に

よる。 

７ 早緒環 早緒環の黄銅管部を，図1に示す位置に樹脂を含浸したガラス

繊維布でオーバレイ接着して固定する。 

８ さげ索金具 さげ索金具の取付けは，取付部のボート側板を合板で補強 

し，外側からボルトを通して内側からナットで締め付け，樹

脂を含浸したガラス繊維布を内側ナット締め付け部をオーバ

レイする。 

９ さげ索 さげ索の取付けは，図1に示す要領及び樹脂によってさげ索金

具を索に接着し，ボルトで固定する。 

なお，金具を取り付ける前に，ロープの両端は，樹脂による

ほつれ止めを施す。 

－ 

１０ 舟首補強保護金

具・舟尾保護金

具 

図1に示す位置に，木ねじ及び取付用胴くぎ（平皿）又はボル

トを内側から通し，圧着又はナットで固定する。 

図4b)及

び図5a)

による。 

１１ 中央キール保護

金具 

a) 図1に示す位置に，ボートの外板成形後，ボルトを外側か

ら通し，内側からナットで固定した後に，漏水防止のガラ

スチョップドストランドマット２層等をオーバレイす 

  る。 

b) 取付部の内側は，合板で補強する。 

図5b)に

よる。 

１２ 橋床受け材・ク

ランプ受け材 

図1に示す位置で，ボルトを上部から通し，下部からナットに

よって十分締め付ける。この場合，ボルト頭部及びナット 

は，部材の表面に出ないように埋め込む。 

図6によ

る。 

１３ トランサムパッ

ト・舟首金具・

導板規制金具 

図1に示す位置に，木ねじで取り付ける。 図4a)及

び図6に

よる。 

１４ けい材受け金具 図1に示す位置に，通しボルトで取り付ける。 図5b)に

よる。 

１５ ボルトの処置 a) 各部材をボルト及びナットで締め付けた場合に，ナット

から出ているボルトのねじ部は，オーバレイする前に取

り除く。 

b) 舟体に通し穴を開けてボルトで締め付ける場合は，樹脂

によって浸水防止の処置を行う。 

－ 

１６ 金具類 金具類は，全て角陵部に丸みを付け，ボート操作中の危害防

止を図る。 

－ 
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表3－加工方法（続き） 

番号 項目 規定 摘要 

１７ 滑り止め加工 げん外機，かぎざおなどの操作時，滑りを防止するため，舟底内部 

（舟首部）にけい（硅）砂を吹き付ける。 

－ 

１８ 連結部 連結部は，図1及び図3の連結金具，連結棒及び連結棒止めによるもの

とし，現有装備品と連結可能な互換性を保有する。 

－ 

2.4 構造・形状 

 構造及び形状は，連結金具によってボートの舟尾を互いに合わせて連結可能とし，図1及び図7によ

る。細部は，承認図面による。 

2.5 寸法・質量 

 寸法及び質量は，表4によるほか，図1及び図7を一例とする。 

表4－寸法及び質量 

番号 項目 規定 

１ 全長 ４ ３００ ｍｍ±１５ ｍｍ 

２ 全幅 １ ７６５ ｍｍ±１５ ｍｍ 

３ 全幅（舟尾） １ ７６５ ｍｍ±５ ｍｍ 

４ 深さ（舟尾） ６５０ ｍｍ±５ ｍｍ 

５ ボートのねじれ ２０ ｍｍ以下 

６ ボート質量 １４９ ｋｇ以下 

2.6 性能 

2.6.1 材質強度 

 材質強度は，次による。 

a) ボート外板部のＦＲＰの強度は，表5による。 

表5－ボート外板のＦＲＰの強度 

番号 項目 規格値 規定 

１ 引張強さ ４級ａ） 平均値（最小値は，規格値の８０ ％以上

とする。） 

２ 曲げ強さ（長さ方向） ３級ａ） 同上 

３ 曲げ弾性率 ４級ａ） 同上 

４ 空洞率 ３級ａ） 最大値 

５ 樹脂含量 ４級ａ） 同上（厚さ２．８ ｍｍの場合の平均値） 

６ 吸水率 ０．５ ％以下 同上 

７ バーコル硬度ｂ） ＨＢＩ－Ａ ４１以上 平均値（外表面） 

ＨＢＩ－Ｂ ８０以上 

注ａ） ＮＤＳ Ｋ ６７０１の3.2による。 

注ｂ） ＪＩＳ Ｋ ７０６０の4.1による。 

b) 外板から採取した試験片を沸騰した蒸留水中に２時間浸せきしたのち，蒸留水を室温まで冷却し

た直後においての曲げ強さの規格値は，１７６ ＭＰａ以上とする。 

2.6.2 ボート性能 

 ボート性能は，表6による。 



- 6 - 

表6－ボート性能 

番号 項目 規定 

１ 構造強度 全形舟は，橋脚舟の使用状態においてボート当たり２．４ ｔの加重を安全

に搭載可能とし，3.1.3の構造強度試験に合格した製品とする。 

２ 連結部性能 全形舟の連結・分離は，陸上及び水上で容易に可能とする。 

 なお，全形舟にした状態の連結部の遊びによるたわみ量は，3.1.4の連結

部性能試験に合格した製品とする。 

３ 水密 3.1.5の水密試験に合格した製品とする。 

４ 重ねしろ 無償貸付品のボートとの重ねしろ（２舟を重ねた場合に，上下のボートの

ガンネル上面間の距離）は，２１０ ｍｍ以下とする。 

2.7 品質・塗装 

2.7.1 品質 

 ボートの表面及び内部は，表7による欠陥があってはならない。 

表7－品質 

番号 項目 規定 

１ 表面 a) ひび，割れ，破損，凹凸，変形，膨れ，未硬化その他これに類似した状態。 

b) 樹脂の含浸不良による面積２０ ｍｍ２以上のくぼみ。ただし，ボートの内側

表面に表れるガラスロービングクロスの生地はだから生ずるくぼみは，除 

  く。 

c) 危害を及ぼすおそれのある突起 

２ 内部 a) 投影面積４０ ｍｍ２以上の空洞 

b) 各部３００ ｍｍ２の面積内の投影面積１５ ｍｍ２以上の空洞が５個以上 

2.7.2 塗装 

 塗装は，次による。ただし，迷彩塗装又は白塗装を施す場合は，“装備品の迷彩塗装及び国際平和

協力活動参加時の塗装の基準について（通達）”による。また必要に応じて，調達要領指定書によっ

て指定する。細部は，承認図面による。 

a) ボート外側表面及びガンネル上部は，ＮＤＳ Ｚ ８２０１の色番号２３１４（ＯＤ色 ７．５ Ｙ

３／１）の顔料を混入したゲルコート仕上げとする。 

b) ボート内面は，ＤＳＰ Ｋ ５２１８の色番号２３１４（ＯＤ色 ７．５Ｙ ３／１）又は，ＤＳＰ 

Ｋ ５２１８と同等以上の塗料を２回塗り以上とする。 

c) 金具類は，十分な防せい処理をし，下塗り塗装を行った後に，ＤＳＰ Ｋ ５２１８の色番号２３

１４（ＯＤ色 ７．５Ｙ ３／１）又は，ＤＳＰ Ｋ ５２１８と同等以上の塗料を塗装する。 

2.8 製品の表示 

 製品の表示は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の2.3

及び図2cによるほか，次による。ただし細部は，承認図面による。 

a) ボート舟尾トランサム板内側下部にＮＤＳ Ｚ ８０１１による１種銘板を表示する。 

b) 波よけは，図2cの施設器材標識を表示する。 

c) ボート両外側，舟首及び舟尾トランサム板上に，図1に示す寸法で，白エナメル塗料を使用し， 

  重心位置を表示する。 
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3 品質保証 

3.1 試験方法 

3.1.1 表面・内部試験 

 表面及び内部試験は，表8による。 

表8－表面・内部試験 

番号 項目 試験の方法 

１ 表面試験 表面の観察は，目視及び感触によって行う。 

２ 内部試験 内部試験は，試験片検査による。 

3.1.2 材質強度等試験 

 材質強度等試験は，表9による。 

表9－材質強度等試験 

番号 項目 試験の方法 

１ 試験片の採取 a) 試験片は，大きさ約３５０ ｍｍ×４５ ｍｍの積層板をボ－ト形状（

一部）に造った積層品の側板部から２枚，底板部から３枚切り取り，

それぞれの板から3.1.2の材質強度等試験（引張試験，曲げ試験，空洞

率と樹脂含量試験及び吸水率試験）に規定する試験片を１枚ずつ採取

する。 

b) ボート形状の積層品の製造は，ボートの製造と同条件（ゲルコートは

使用しない。）で積層し，試験片の採取は，ガラス繊維の接合部及び

部分的増圧箇所を避け，極力平らな部分から同一場所に集まらないよ

うに分散させる。 

c) 試験片の長手方向は，ガラスロービングクロスの縦糸方向とほぼ一致

させる。 

２ 引張試験 試験方法は，ＪＩＳ Ｋ ６９１１の5.18による。 

３ 曲げ試験 試験方法は，ＪＩＳ Ｋ ６９１１の5.17による。 

４ 空洞率と樹脂 

含量試験 

a) 試験片は，４０ ｍｍ×４０ ｍｍ角とし，端を傷めないように面に直

角に切り取る。 

b) 空洞率試験は，ＮＤＳ Ｋ ６７０１の5.4による。 

c) 樹脂含量試験は，ＮＤＳ Ｋ ６７０１の5.5による。 

５ 吸水率試験 試験方法は，ＪＩＳ Ｋ ６９１１の5.26による。ただし，試験片寸法は，

５０ ｍｍ×２５ ｍｍとする。 

６ 厚さ試験 ボート側板の厚さ測定は，ダイヤルキャリバゲージを使用して実施す 

る。 

７ バーコル硬さ 

試験 

ＪＩＳ Ｋ ６９１１の箇条4による試験機を使用してボート側板表面上２

０か所の表面硬さを測定し，その結果の平均を算出する。 

3.1.3 構造強度試験 

 構造強度試験は，次による。 

a) 図8に示す，全形舟を２点で支持し，中央部に適当な方法によって２ ｔの荷重を加える。 

  なお，荷重値は，載荷板の質量を含む。 
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単位 ｍｍ 

 
図8－構造強度試験    

b) ２ ｔの荷重を加えた場合，次の状態があってはならない。 

 1) 舟体の破壊 

 2) 舟体を構成するＦＲＰ板の層間剝離 

 3) 側板の波高３ ｍｍを超える座屈 

 4) 連結金具の変形又は取付部のずれ又は破損 

c) ２ ｔの荷重を加えたとき連結部のたわみ量（荷重による。）は，５ ｃｍ以下とする。 

3.1.4 連結部性能試験 

 連結部性能試験は，次による。 

a) 連結及び分離の試験は，陸上で行う。 

b) 全形舟を図9に示す，２点で支持し，中央部に約２００ ｋｇの荷重を掛け，連結部の遊びによる

たわみ量は，第１フレームを結ぶ線を基準として，２０ ｍｍ以下とする。 

単位 ｍｍ 

 
図9－連結部性能試験 

 

3.1.5 水密試験 

 水密試験は，ボートを２４時間満水状態にして漏水箇所がない状態とする。 

3.2 監督・検査 

 監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

包装は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

１ ０００ 

１００ 

６ ２００ 

１００ 

６ ２００ 

２０以下 
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4.2 包装の表示 

包装の表示は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

 

5 その他の指示 

5.1 無償貸付品 

 無償貸付品は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表10による。契約の相手方は，必要

に応じてＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条5によって所要の手続を行う。 

表10－無償貸付品 

番号 品名 数量 

１ ボート ２ 

２ ボート連結棒 ２ 

5.2 附属品 

 附属品は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，全形舟１セットにつき表11による。 

表11－附属品 

番号 品名 数量ａ） 規定 

１ あかとり ２ ＦＲＰ製 

２ いかり １ 十字形柄付１５ ｋｇ 

３ いかり綱 １ ＪＩＳ Ｌ ２７０１の１類１種 １６ ｍｍ×５０ 

ｍ及びへび口（周５００ ｍｍ）付きｂ） 

４ かい ２２ 約１ ５２５ ｍｍ 

５ かぎざお ２ 約４ ０００ ｍｍ 

６ けい材 ２ 鋼材製 

７ 波よけ １組 ビニロン帆布５号ＯＤ色防水加工 

８ 早緒綱 ２ ＪＩＳ Ｌ ２７０１の１類１種 １２ ｍｍ×３ 

ｍ及びへび口（周５００ ｍｍ）付きｂ） 

９ ボート連結棒 ２ ＪＩＳ Ｇ ４０５１のＳ３５Ｃ 

１０ もやい綱 ４ ＪＩＳ Ｌ ２７０５の１級 １０ ｍｍ×１０ ｍ 

及びへび口（周２４０ ｍｍ）付きｂ） 

１１ ろ ２組 約４ ６２０ ｍｍ 

１２ ろべそ １ 取外し式，舟尾用 

１３ 片口スパナ １ ＪＩＳ Ｂ ４６３０の丸型 片口 強力級 呼び

２１（ろ接続ナット締め付け用 片口スパナ） 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

注ｂ） 各綱のへび口及び端末の処理は，図10を標準とする。 
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図10－各綱のへび口及び端末の処理 

5.3 承認用図面等 

 契約の相手方は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条6により，全体図，線図，積層構成図（部

品詳細図を含む。）及び各部品図のほか，2.2，2.3，2.4，2.7.2及び2.8の承認用図面並びに塗装色の

色見本各３部のほかに，承認用願書１部を契約担当官等に提出し，承認を受ける。 

5.4 納入書類 

5.4.1 添付書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，全形舟１セットごとに表12の書類

を添付する。 

表12－添付書類 

番号 名称 数量ａ） 摘要 

１ 取扱説明書 １ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の7.1 a)， 

7.2 a)及び7.3 a)による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 

２ 整備資料（第１種） １ 

３ 部品表（第１種） １ 

４ 試験成績書（写し） １ － 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

5.4.2 提出書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表13の書類を製品納入時，陸上自衛

隊関東補給処古河支処に提出する。ただし，過去に納入実績があり，前回納入時と変更がない場合

は，試験成績書を除き，省略してもよい。 

表13－提出書類 

番号 名称 数量ａ） 摘要 

１ 取扱説明書 １ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の7.1 a)， 

7.2 a)及び7.3 a)による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 

２ 整備資料（第１種） １ 

３ 部品表（第１種） １ 

４ 完成品写真 一式 四方（前後左右）写し 

５ 試験成績書 １ － 

注ａ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

5.5 仕様書に関する疑義 

 この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3による。 

 

綱止め 

繰り返し３回以上 繰り返し３回以上 
へび口周 
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